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1. 発表演題の概要

Introduction: 

In Japan, it is considered that working-age caregivers should be better supported to prevent social 

issues such as parental abuse. However, there is only a little research. The aim of study is to explore 

the lived experiences among working age adults of becoming a caregiver for their parents and to clarify 

the transitional characteristics. 

Method: 

12 participants from across Japan (between late 20s and late 50s) who had experience of taking care 

of parents were recruited. They signed informed consent beforehand. Participants were separated into 

two groups. Two 120 min focus groups employing the photo elicitation method were carried out in 

addition to an online personal interview. The topic was “the journey as a caregiver for parents”. Data 

was analysed using Interpretative phenomenological analysis by taking advantage of the Meleis’s 

transitional theory. 

Findings: 

Seven themes of transitional characteristics on becoming an informal caregiver for parents emerged. 

1. Struggling after being faced with the disruption of needing to care for parents, 2. Struggling with 

building the meanings of various roles, 3. Being overwhelmed by negative attitudes in their 

community and society, 4. Being supported by sympathetic people in their community and society, 5. 

Going back and forth between the transitional process, 6. Acquiring the skills necessary to fulfil their 

various roles, 7. Integrating each role into their daily lives.
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2. 学会参加と発表の印象

コロナ、戦争、円安…と、多くの壁がたちはだかる中、海外研修助成制度の支援により、

WFOT congress 2022 in Paris に参加することができた。目的の一つは、長年の夢であった

WFOT の場で、大学院修士課程の研究「Transitional characteristics of occupational experiences 

among working-age adults in Japan on becoming a caregiver for their parents」についてポスター

発表を行うこと、もう一つは、３年ぶりとなる対面での国際学会で世界中の作業療法士と交

流し、ネットワークをつくることであった。

ポスター発表においては、「Lightning talk」という３分間で概要を発表できる機会を得る

ことができた。発表の際に内容を短い時間で端的に伝えられるよう、原稿を事前に用意し、

音読練習、ジェスチャー、聴衆全体に視線を向ける練習を行った。当日は、緊張感でいっぱ

いだったが、アメリカからやってきたという同じ発表者の女性が声をかけてくれ、「時差ボ

ケが大変ですよね！」、「私も緊張していますよ！」等の世間話ができたことで緊張がほぐれ、

楽しんで発表することができた。質疑応答では、私が質問者の回答に行き詰まっていると、

彼女が「具体例を紹介してみたら？」と助け舟を出してくれ、日本文化における規範や考え

方について研究参加者の具体的な経験を紹介することができた。多くの発表者は私のよう

に原稿を読むことなくメモを見る程度であり、ユーモアを挟みながら明るい雰囲気で発表

を行っている姿に刺激を受けた。私自身、研究の未熟さや英語の不十分さ、自分の消極的な

態度等、思い知らされることは多々あったが、達成感の方が大きかった。これまで、口頭発

表は気が引けてしまい選択できずにいたが、これらの経験を踏まえ、今度はより長い口頭発

表に挑戦してみたいと思う。WFOT での発表は、次なる目標と自己研鑽へのモチベーショ

ンとなる良い機会であった。

今回の WFOT 学会全体の特徴に関しては、ハイブリッド開催であったことが挙げられる。

口頭発表は事前録画での参加が可能であり、ポスター発表は、紙ポスター希望者以外、ウェ

ブ上でポスターを閲覧し、E メールで質疑応答する形式であった。対面での参加が難しい参

加者であってもオンラインで参加ができた一方、やはり事前録画された口頭発表を会場で

見るだけで、オンタイムでの質疑応答が行われない状況は寂しかった。また、ポスター前で

気兼ねなくディスカッションしたり、ネットワークを作ったりすることを期待していたが、

数少ない紙ポスター持参者以外は、それをできなかった点が残念であった。

演題における特徴としては、「Occupational Justice/human rights/equity/social inclusion」をテ

ーマにした発表が多かったことが挙げられる。その中で、ドイツ出身の Jens が行ったトラ

ンスジェンダーの人々に焦点を当てた質的研究は印象的であった。性別移行（gender 

transition）の過程で経験された作業的不公正の語りをナラティブ分析し、その過程の中で

transformative capacity の備わった様々な作業（カミングアウト等）を明らかにした研究であ

った。作業療法士になった頃は、対象となるのは病気や障害のある人々のみだと思っていた。

しかし、このように、国際学会に参加してみることで、様々な国の作業療法士が、多様な文

化や背景の中で引き起こされる複雑な社会問題を作業的不公正の視点から捉え、そのよう
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な状況にある人々への支援や社会変革を模索しながら行っていることは励みとなり、この

ような活動もまた作業療法の対象になり得るということを改めて認識することが出来た。

対面で参加したからこそ得られたことについては、以前から所属していた国際的なグル

ープ「SexgenOTOS」のメンバーたちと対面で意見交換できたことが挙げられる。このグル

ープは、ジェンダーや LGBTQ＋コミュニティにおける社会問題を作業の視点で検討してい

る国際的な団体であり、2019 年の夏に設立された後、コロナの影響によりオンラインでし

かミーティングや勉強会を行えていなかった。しかし、対面での学会参加によって、コーヒ

ーブレイクやコングレスパーティ等、交流できる機会が多く、メンバーの一人とは、お互い

の国の状況について深いディスカッションをすることができ、今後の国際学会にて何か共

同で研究できないかまで検討することができた。また、オランダ留学中にお世話になった教

員と近況報告をしたり、論文や SNS 等で名前の知られている臨床家や研究者と実際に会っ

たりすることができた。こういったこともまた対面参加だからこそ得られたことであり、今

回の目的を達成することができたと思う。

このようにして WFOT 学会参加への挑戦を振り返ってみると、海外研修助成制度の支援

がなければ、前述したような発表における達成感や国際的なネットワーク形成といった報

酬は得ることが出来なかったと改めて思う。今回の経験を活かし、今後も更に国際的な活動

に挑戦していきたい。
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